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７月の俳句 夕立の追ひかけて来る速さかな
及川 輝子

いよいよ来週末には４２日間の夏季休業に入ります。節目を大切にすることができるのが、
日本人の文化でもあります。夏休み前の学習のまとめをする、部活動で力を出し切る、将来に
ついて理解を深める、どれもが大切なことです。有意義な夏休みとなるよう、ご家庭でもお子
さんと話し合われてはいかがでしょうか。

１ 総体下都賀地区大会の抱負

来週、７月２１日（金）から総体下都賀地区大会です。各部の部長さんに、大会の抱負を書
いてもらいました。文化部には、今後のコンクール等の抱負をお願いしました。

野球部 神戸 省吾 美術部 稲見 優希
僕たち野球部は、県大会出場を目指し、 私たち美術部は、「一筆入魂 創造力は無

日々練習に励んできました。地区総体では、 限大」のスローガンのもと、地域のためにな
チーム全員が心を一つにして、全力で戦い、 る紙芝居作りに力を入れ、たくさんの人々を
絶対勝ち、県出場を叶えます。そして悲願 楽しませることを目指しています。個人の創
の県優勝を果たします。自分たち３年生に 造力を生かして、今まで以上に良い紙芝居を
とっては、このメンバーで戦う最後の大会 作りたいです。また、下野教育美術展で賞を
です。そして３年間お世話になった石田先 得られるような作品を目指し、日々努力を重
生といっしょに目標を達成できるラストチ ねていきたいと思います。私たち３年生の引
ャンスです。今まで支えてくれた人達のた 退まで残り数ヶ月、悔いのない引退ができる
めにも全力で頑張ります。 よう、最後まで良い作品を作り続けます。

吹奏楽部 砂岡玖羅々 剣道部男子 安齊 大和
私たちは、夏のコンクールに向けて、今 僕たちは関東大会を目標に練習に取り組ん

までの練習の成果を発揮して、ゴールド金 でいます。今まで県大会出場は何度もありま
賞を取りたいです。そのためには、日々の したが、関東大会出場は１回もありません。
練習を１分１秒も無駄にせず頑張ります。 なので、今回こそ目標を達成できるよう、切
私たちの今年度の目標の「日々成長～昨日 磋琢磨し、全力で試合し、後悔のないよう頑
の自分を越えろ～」のように１日１日成長 張ります。
できるようにして、全員が後悔しないよう
にしたいです。

剣道部女子 中原 万維
今回の地区総体は最後の大会なので、悔い

卓球部 丸山 治華 が残らないように全力で戦いたいと思いま
私たち卓球部は、黒﨑先生と岡田先生の す。異動されてしまった大好きな金澤先生の

ご指導のもと日々練習に励んでいます。今 想いも背負い頑張りたいです。団体戦がなく
回の地区大会の目標は、「ダブルス、シン なり、個人戦でしか力を発揮できませんが、
グルスでともに２勝」です。日々の練習の 自分たちなりに頑張りたいと思います。
成果を十分に発揮できるよう、残りの２週
間、一生懸命に練習します。卓球部最後の
地区大会となるので、全力でプレイできる バドミントン部男女 伊澤哉汰
よう頑張ります。 松本愛花

私たちバドミントン部の夏の総体の目標
は、女子が県大会１回戦突破で、男子が県大
会出場です。私たち３年生にとっては最後の
大会なので、今まで練習してきた成果を１人
１人が発揮し、悔いの残らないよう精一杯頑
張ります。

学校だより



ソフトテニス部男子 須田 楽斗 ソフトテニス部女子 黒川 璃子
僕たち男子ソフトテニス部の目標は団体 私たち女子ソフトテニス部は、団体関東出

戦で県大会優勝することです。南河内中は 場です。高い目標ですが、達成できるように
県優勝の壬生中を破ることができたし、同 一人一人が練習に励んでいます。個人戦では、
じ中学生なので、実力の差はそこまでない 全ペアが県大会に出場で
と思います。残り少ない練習を頑張れたチ きるようにしたいです。
ームは必ず上位に入れます。南河内中男子 ３年生は、最後の総体な
ソフトテニス部はどこの学校よりもあきら ので悔いの残らないプレ
めずに努力していると思います。その成果 ーをし、最高の思い出に
を総体で発揮できるように頑張ります。そ したいです。
して、全員で県に出場し、県大会に優勝し 応援よろしくお願いし
て関東大会に行きたいと思います。 ます。

代表として部長さんの抱負を書いてもらいましたが、部員全員が同じ思いで練習や試合に
臨めるかどうかが大切です。練習から、思いを一つにして頑張ってください。

２ 広島平和学習 ３ 下野市中学生海外派遣事業

本年度も、市内４校と壬生町の壬生中学 本年度は、３年に一度のドイツ・デーツヘ
校、南犬飼中学校の６校の２年生、合わせ ルツタールへの中学生海外派遣の年です。多
て１２名が、８月５日から３日間、広島平 くの希望者の中から、代表の１３名に選ばれ
和学習に参加します。本校の代表の２名に た本校の３名の生徒に抱負を書いてもらいま
抱負を書いてもらいました。 した。

僕は本校の代表として、皆さん一人一人 今回はドイツにホームスティということな
が気持ちを込めて作ってくださった千羽鶴 ので、ドイツの文化や暮らしの様子を学ぶい
をしっかりと届け、平和記念式典に参列し い機会として積極的に学んできたいと思いま
てきます。戦争時の苦労や原子爆弾の威力、 す。またヨーロッパには行ったことがないの
なぜ広島に原子爆弾が投下されたのかなど で、ドイツの街並みやおいしい食べ物などに
を、しっかりと学び、帰ってきて皆さんに も興味をもち、言葉や文化の違いはあります
伝えたいです。 ２年３組 髙田 真羽 が、積極的に交流して、帰ってきたときに悔

いの残らないよう、いろいろなことを学んで
私は戦争のない平和な世界にしていくた きたいです。 １年１組 坂入 峯鳳

め、戦争の被害を受けた広島を学び、「戦
争反対」の精神をもって訴え続けていきた 私はまだ一度も海外に行ったことがないの
いと考えています。また、戦争によって世 で、今回の海外派遣事業を通して、少しでも
界で初の原子爆弾が投下されてから７２年 海外について知りたいと思っています。私が
がたち、当時の状況や現在テレビで見る広 一番楽しみにしているのは、ホームスティ先
島市になるまでの歴史を学びたいと思って でのホストファミリーとの生活です。言葉も
います。平和研修派遣後は戦争やさまざま 違い文化も違う人達との生活の中でどのよう
なことで困っている方々へ、微力ですが自 にコミュニケーションをとったらよいのか。
分ができる支援をし、多くの人に伝えられ まだわからないことだらけですが、お手伝い
るよう積極的に学習してきます。皆さんに をしたりして、その中で『異文化』というも
協力していただいた思いのこもった千羽鶴 のを学びたいと思います。せっかくの機会な
を大切にお預かりし奉納してきます。 ので、たくさんの人と仲良くなりたいです。

２年１組 山本 雅 ３年２組 内木 睦

今回、ドイツに行くに当たって私がたてた
抱負は、「観光では学べないことを学ぶ」と
いうことです。普段の旅行とは違ってドイツ
の方の家にホームスティさせていただくので
ドイツの方の普段の生活のしかたや、文化に
ついて、自ら積極的に学んでいこうと思いま
す。 ３年２組 高田 楓花

左：ドイツ中学生海外派遣結団式



４ 学校評議員の紹介 ５ 下野市保護司会、更正保護女
性会の方が来校されました

本年度の学校評議員は

谷萩 昌道様 住職 薬師寺在住 保護司会、更正保護女性会とは犯罪を犯
鈴木 和子様 看護師 谷地賀在住 した人の社会復帰を助ける組織ですが、現在
花田 京子様 農業 絹板在住 は犯罪の予防や抑止のために学校や地域と連
影山 政夫様 ボランティア活動者 携して活動しています。７月１０日（月）に

田中在住 １１名で来校され、授業を参観された後、意
の４名の方が、地域の代表として意見を 見交換をしました。本地区に長く住まわれて

くださいます。７月５日（水）、第１回の きた方が多く、昔の学校の様子や変遷につい
学校評議員会を開催しました。授業を参観 て話していただきました。
していただいたあと、意見交換をしました。 また更正保護女性会からは、毎年２年生を
生徒の表情の穏やかなこと、課題として自 対象に手作りの人形の形の栞をいただいてい
転車の乗り方等の交通マナーについて等の ます。ありがとうございました。
ご意見をいただきました。 （栞の写真は最後のページの右下です）

学校評議員の皆さん 保護司会・更正保護女性会との懇談

６ 小中教員交流で安生先生 ７ 綱川先生に書写の指導を受け
山下先生が来校されました ました

７月１０日（月）、小中教員の交流とし ７月１０日（月）１１日（火）の２日間
て薬師寺小の安生先生、吉田東小の山下先 綱川芳孝先生が書写の指導ボランティアとし
生が来校され、一日主に１年生の授業を中 てお見えになりました。
心に参観されました。小中教員交流の目的 綱川先生は元小学校校
は、小中学校それぞれの学校の生活のしか 長であり、昨年は栗山
たを理解し、小学生がスムーズに中学校の 先生の後補充（新規採
生活に移行できるように、教職員が体験す 用教員の出張時の授業
ることです。知っている生徒も多く、中学 を行う）として授業も
校入学後の成長を喜んでくださっていまし 担当してくださいまし
た。 た。２年生は昨年もお
また、中学校の教員も小学校で１日交流 世話になっていました

し、授業の進め方や生活のルールについて ので、とても喜んでい
研修する日も設定してあります。 たようです。



左から 綱川先生 山下先生 安生先生

８ 下都賀支部卓球大会（兼総体下都賀地区予選）

７月８日（土）９日（日）下都賀支部卓球大会が行われました。卓球競技は参加者が多く
２１日（金）からの総体下都賀地区大会に全員が参加することができません。そのため、
小山、栃木、下都賀の各支部で予選を行い、予選を通過した選手が地区大会に参加すること
になります。女子の丸山さん、三浦さんがシングルス、ダブルスとも予選を通過し、総体下
都賀地区大会の出場を決めました。男子も健闘しましたが、予選の壁は厚かったようです。


